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他学科との連携により、入学者数を確保していくことが可能となった。その結果、2003年度より

若干の改善がみられた。 

 ２）留年生を減少させるための方策：①2003年度入学生より３年次から４年次への進級条件を設け

たので、４年次での留年は改善されるものと考えられる。②相模原キャンパスの移転、そして物

理・数理学科の改組に伴い、低学年での数学、物理の基礎力を高めるために教育補助員を活用し

て演習科目に学習の余裕をもたせ、着実に授業内容の理解を深めるようにした。③物理学、数学

はかなり難解な内容が含まれるため、初年度のうちに学習意欲を高め、高学年まで持続させるこ

とに努めている。具体的には、入学直後に全教員、院生、そして卒研生と新入生が合宿形式で物

理学、数学に取り組む他、カリキュラムや社会での最前線の話などをする機会をいろいろなレベ

ルで行っている。④物理学、数学の面白さを伝えるため「最新物理・数理講義」という科目を設

け、全教員が自分の専門分野の 新の話題、あるいは将来の夢を話し、新しい発見あるいは難し

い問題が解けたときの喜びを現場から発信している。⑤学科主任が各学年の初めに、前年度単位

取得僅少者に対し、個別的に面談し進路指導を行っている。また、実験科目（通年授業）におい

ては、前期終了の段階で実験レポートの成績や内容が不十分な学生に対してアナウンスし、後期

の実験に向けて適切な指導（実験準備、予習のポイント、実験レポートの書き方等）を行ってい

る。⑥2004年度から、物理・数理学科に改組されたことに伴い、必修科目を大幅に減らして選択

科目を増やすことにより、学生の個性、能力にあわせて選択することのできるカリキュラム編成

を導入した。⑦現在、卒業判定に関する再試験制度の導入も検討しているが、なるべく早くその

制度の実現に向けて学内諸機関と調整していきたい。 

 今後の課題としては、留年生を減らすためには１人１人の学生に対する緻密な教育体制が不可欠で

あるが、本学科の助手の人数が不足している。本学部では、基本的には１研究室１助手の体制がとら

れているが、本学科ではそのような体制になっていない。今後、学内諸機関との話し合いにより改善

していきたい。 

 

化学・生命科学科 

 本学科の収容定員は「大学基礎データ」表14に示すように、化学科と化学・生命科学科を合わせて

360名となっているが、2006年度の在籍学生総数は412名であり定員の1.14倍となっている。 

 化学科（2003年度まで）及び化学・生命科学科（2004年度以降）の入学定員は、いずれも90名とな

っている。2003年度の化学科における収容定員に対する在籍学生数の比率は1.2倍であった。これは、

現４年次生の入学学生数が125名と非常に多かったためである。現２年次生から入学者数が多くならな

いように努力してきたので、在籍学生数は97名（２年次生）、93名（１年次生）と大きく減少し、化学・

生命科学科に改組された後の2005年度時点での１・２年生のみの在籍学生数比率は1.04倍にまで大き

く減少した。この値はほぼ満足できるものであるといえる。 

 今後もこの定員管理を維持するためには、各種の推薦入試（指定校推薦、全国キリスト者推薦、高

等部からの併設校推薦など）によって、現在と同様の約30～35名の入学者を毎年確保できるように、

学科として積極的に努力をすべきであろう。 

 

電気電子工学科 

 （この点検項目は、大学基準協会から、前回の「改善報告書の検討結果」により「理工学部電気電

子工学科の収容定員に対する在籍学生数の比率について、1.32と高いので改善すること」について

再度報告を求められている事項である。） 
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 以下の表は、「１．収容定員に対する在籍学生数比率」と「２．入学定員に対する入学学生数比率」

を1999～2006年度について示したものである。 

 

１．収容定員に対する在籍学生数比率 

（各年度とも５月１日現在） 

※小数点以下第３位を切り捨て 

 １年 ２年 ３年 ４年 

年度 在籍者数 収容定数 在籍者数 収容定数 在籍者数 収容定数 在籍者数 収容定数

在籍者数

合計 

収容定員数

合計 

在籍者合計 ※ 

／収容定員数 

４年間ごとの

平均値 

1999 141 110 119 110 126 110 155 110 541 440 1.22 

2000 161 109 129 110 119 110 149 110 558 439 1.27 

2001 144 108 148 109 129 110 143 110 564 437 1.29 

2002 129 107 129 108 146 109 173 110 577 434 1.32 

1.27 

2003 132 106 123 107 128 108 183 109 566 430 1.31 

2004 114 105 134 106 119 107 186 108 553 426 1.29 

2005 106 105 113 105 130 106 158 107 507 423 1.19 

2006 106 105 104 105 139 105 137 106 486 421 1.15 

1.23 

 

 

２．入学定員に対する入学学生数比率 

     

年度 入学者数 入学定員 
入学者数 ※

／入学定員 

４年間ごと※

の平均値 

1999 130 110 1.18 

2000 154 109 1.41 

2001 132 108 1.22 

2002 118 107 1.10 

1.22 

2003 130 106 1.22 

2004 114 105 1.08 

2005 106 105 1.00 

2006 106 105 1.00 

1.07 

 

 表に示されるように、在籍学生数の収容定員数に対する比率は、2002年度までは1.22倍から1.32倍

と増加の傾向にあった。これは大学基準協会から指摘を受けた点である。これに対処すべく、本学科

では2002年度に原因の分析を行った。その結果、超過の要因は、１）一般入学試験による入学者の定

員超過、２）第４年次生の留年の２点であることが明らかとなった。 

 定員超過の第１の原因は入学制度にある。「大学基礎データ」表15に示すように、本学科への入学者

の多くは、一般入試により入学している。一般入試では、合格発表者と実際に入学手続きをする者の

比率が年ごとに大きく変化する。このため、一般に公表した募集人数分の入学手続者を確保しようと

すると、超過の危険を承知で多めに合格者を発表せざるをえない。この結果、入学者数が定員を10～

20％程度超過する結果を生むことになってしまう。この他、卒業前に退学する人数を考慮して入学定

員の５％増程度の手続者を目標に合格者を発表することを要請されることにも原因があると思われる。

また、合格者の授業料延納制度も大きな問題である。延納の期限が３月末に設定されているため、次

年度開始ぎりぎりまで入学者の実数が把握できない。さらに、入学辞退者の入学金等の返還が認めら



12．理工学部 

871 

れるようになったため、さらに入学者数の推定が難しくなっている。 

 以上の状況に対処するため、2003年度以降は入学者が定員を大きく超過することを防止するために、

合格発表者数を少なくすることに努めた。入学手続者が予定数に満たない場合には、補欠入学者を募

集し、調整している。この効果は「大学基礎データ」表13に示されるように、2004年度頃から表れて

いる。しかし、この方法は人数合わせの方法としては有効であるが、補欠発表の回数が増えると入学

者の学力レベルが低下し、入学後の教育に支障を来たすことも予想される。この点を反省し、現在で

は補欠発表を極力減らす方向で検討を行い、実施している。 

 また、推薦入学の場合には合格者全員が入学し、しかも留年も少ない。したがって、推薦入学者の

割合を多くすることにより定員超過を改善できるものと予想される。定員超過の問題の解決と、優秀

な学生の確保の観点から、2002年度から推薦入学者数の増加の検討を行い、推薦制度を見直して推薦

条件の評定平均を緩和するとともに、推薦依頼を行う高校を見直しして、2003年度からは推薦依頼校

の数を増やし、2005年度にはさらに増加させた。また高等部からの併設校推薦入学者は入学後の成績

が良好な者が多く、しかも推薦された者が確実に入学する。この推薦入学者数を増加させる方途も現

在検討中である。 

 上記募集方法の変更により、１年次入学者数の定員超過の問題は、2000年度には定員の1.41倍であ

ったものが、2003年度1.22倍、2004年度には1.08倍、2005年度からは1.0倍と大幅に改善されている。 

 定員超過の第２の原因は、収容定員数の15.7％（在籍学生数の13.6％）を占めている留年生、とく

に第４年次の留年生（４年次生の約30％）にある（「大学基礎データ」表14）。これは、本学科では４

年次になるまでの進級に条件がないため、多数の成績不良者が４年次生として留年することになるか

らである。留年する原因は種々あるが、主として趣味やアルバイト等に時間を費やし、勉学が疎かに

なったケースが多く見受けられる。これら学生のほとんどが下級年次において必修基幹専門科目の単

位を取得できていない。このため、2003年度のキャンパス移転の際に２年次に集中していた必修科目

を分散するため、２年次配置の「電気磁気Ⅰ及び演習」を１年次後期に移動して配置した。また、教

育補助員の人数も従来よりも若干増加させるとともに、助手や教育補助員が指導を補うことにより、

２、３年次における必修科目の指導を強化し、再履修の機会も増やして４年次における留年生の減少

を図っている。幸いにも４年次生は既にかなりの単位を取得しており、一般に４年次の履修単位数は

少ないので４年次の授業の受講者を増大させる等の支障は発生していないが、今後は、さらに教育補

助員を増やすことにより指導を強化したい。 

 ４年次の在籍学生数は、2003年度は収容定員数の1.68倍であったが、2006年度には1.29倍と減少し

た。これは、１、２年次の学生に対する学習指導の強化策によって、２年次までに必修科目の単位を

取得する学生数が増加したため、留年生の数が減少傾向にあるためと考えられる。４年次の在籍学生

数の定員超過の問題も徐々に改善されているが、４年次留年生は2006年度においても38名と未だ多い。

近は入学者の学力が徐々に低下しており、これが留年生を増加させる新しい要因となっていると考

えられる。今後は学生の授業理解度をより深めるため、授業科目に演習を多く取り入れることによっ

て留年生の減少を図ることを考えている。 

 以上２つの問題点について上記の対策により、在籍学生数の収容定員数に対する比率は、2002年度

の1.32倍をピークとして以後減少の傾向を示し、2006年度では1.15倍となり、大幅に改善された（「大

学基礎データ」表14）。10～20％程度の定員超過は止むを得ないが、それによる授業の効率の低下、ま

た、実験科目では設備の不足を生じる場合もある。授業を適切に行うためにも適正な入学者を迎える

ことが望ましい。現在の本学科の定員管理は適正なものと考えており、組織改組、定員変更等の措置

をとる必要はないと考える。 
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 また「大学基礎データ」表17に示されるように、毎年10名前後の退学者が出ている。１年次生の退

学理由のほとんどは他大学への進学等の進路変更であり、２～３年次生の退学理由は進路変更、取得

単位僅少による成業の達成困難などである。退学理由は学生部委員によって学部教授会で開示されて

おり、単位僅少者に対しては個別面談等の指導を行い対応している。 

 

機械創造工学科 

 （この点検項目は、大学基準協会から、前回の「改善報告書の検討結果」により「理工学部機械創

造工学科の収容定員に対する在籍学生数の比率について、1.26と高いので改善すること」について

再度報告を求められている事項である。） 

 

 以下の表は、「１．収容定員に対する在籍学生数比率」と「２．入学定員に対する入学学生数比率」

を1999～2006年度について示したものである。 

 

１．収容定員に対する在籍学生数比率 

（各年度とも５月１日現在） 

※小数点以下第３位を切り捨て 

 １年 ２年 ３年 ４年 

年度 在籍者数 収容定数 在籍者数 収容定数 在籍者数 収容定数 在籍者数 収容定数

在籍者数

合計 

収容定員数

合計 

在籍者合計 ※ 

／収容定員数 

４年間ごとの

平均値 

1999 142 110 133 110 122 110 152 110 549 440 1.24 

2000 92 70 131 110 131 110 161 110 515 400 1.28 

2001 87 70 85 70 129 110 162 110 463 360 1.28 

2002 92 70 74 70 86 70 153 110 405 320 1.26 

1.26 

2003 67 70 87 70 74 70 104 70 332 280 1.18 

2004 77 70 66 70 84 70 93 70 320 280 1.14 

2005 101 70 77 70 66 70 104 70 348 280 1.24 

2006 80 70 99 70 78 70 80 70 337 280 1.20 

1.19 

 

 

２．入学定員に対する入学学生数比率 

     

年度 入学者数 入学定員 
入学者数 ※

／入学定員 

４年間ごと※

の平均値 

1999 128 110 1.16 

2000 85 70 1.21 

2001 83 70 1.18 

2002 85 70 1.21 

1.19 

2003 65 70 0.92 

2004 77 70 1.10 

2005 101 70 1.44 

2006 80 70 1.14 

1.15 

 

 2000年度に学科改組され、1999年度入学生までは機械工学科、2000年度以降の入学生は機械創造工

学科所属の在籍者となっている。改組により、入学定員数が110名から70名と変更になり、 近では収


